
おすすめの本

むかし、あるところに、なんどはしをかけてもたちまちながされてしまう川に、はしをかけるように、むらびとたちにた

のまれただいくがいました。だいくがかわでかんがえごとをしていると、大きなおにがあらわれて、目だまとひきかえ

にはしをかけてやるといいます。さて、ほんとうにおには、はしをかけてくれたのか？そして、だいくは目だまをとられ

てしまったのかな？

だいくは、おにのなまえをあてることができたのでしょうか？

日本の
昔話 「だいくとおにろく」

むかし、こどものいないふうふのゆめに、かんのんさまがあらわれて、こどもができたらその子がしあわせになるため

に、はちをあたまにかぶせてけっしてぬがせてはならないことをつげました。はちをかぶったおんなの子が十三さいに

なったときにおかあさんがなくなり、ままははにいじめられて…。

はちをかぶったおひめさまは、しあわせになったのでしょうか？

おとぎ
ぞうし 「はちかづきひめ」

一休（いっきゅう）さんは、小さいころからとてもりこうで、あかるく、だれからもかわいがられたおてらのこぞうさん

です。「このはしわたるな」とかいてあるはしをわたったり、びょうぶにかいてあるとらをとんちでたいじしたりして、

みんなをおどろかせました。このほかにもたのしいとんちばなしがたくさんありますよ。

とんちばなしでゆうめいな一休（いっきゅう）さんのおはなしです

日本の
昔話 「一休（いっきゅう）さん」

むかし、あるところに、ねずみのふうふがすんでいました。かわいいむすめのためにせかいでいちばんえらいおむこさ

んをさがしにいきました。いつもあかるく、せかいじゅうをてらしているおひさまにたのみましたが、おひさまは、くも

さんがえらいといい、くもさんはかぜさんがえらいといい、かぜさんは…。

せかいでいちばんえらいおむこさんとは、だれだったのかな？

日本の
昔話 「ねずみのよめいり」
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こんな本も読んでみましょう


